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東京新聞（20020 年 3 月 3 日付）より転載
右頁（67 頁）から読んで左頁（66 頁）に移ってください。

［ち 5特報部
実
際
の
空
襲
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。
一
九
四
五
年
三
月
十
日

未
明
の
東
京
大
空
襲
で
は
B
2
9

爆
撃
機
な
ど
約
三
百
機
が
飛

来
。
「
空
襲
・
戦
災
を
記
録
す

る
会
全
国
連
絡
会
議
」
の
工
藤

洋
三
事
務
局
長
が
米
軍
の
報
告

書
を
調
べ
た
結
果
、
東
京
に
は

一
千
五
百
此
、
三
十
二
万
七
千

発
の
焼
夷
弾
が
文
字
通
り
、
雨

あ
ら
れ
と
降
り
注
い
だ
。

う
ち
三
士
＿
万
四
千
発
が
、

日
本
家
屋
向
け
に
開
発
さ
れ
た

「
M
6
9焼
夷
弾
」

。
三
十
八
発

ず
つ
束
ね
た
「
E
4
6
」
「
E

28
」
と
い
う
集
束
弾
で
投
下
さ

れ
た
。
高
度
千
討
前
後
で
散
開

し
、
家
の
瓦
屋
根
を
突
き
破
っ

た
所
で
と
ど
ま
る
設
計
。
約
五

秒
後
に
破
裂
し
、
内
部
に
詰
め

た
ゼ
リ
ー
状
の
ガ
ソ
リ
ン
が
数

十
討
も
飛
び
散
り
、
壁
な
ど
に

粘
り
付
き
出
火
す
る
。

威
力
を
確
認
す
る
た
め
、
米

軍
は
四
三
年
五
月
、
ソ
ル
ト
レ

ー
ク
シ
テ
ィ
ー
南
西
の
ダ
グ
ウ

ェ
イ
実
験
場
に
、
日
本
の
労
働

者
の
社
宅
を
想
定
し
た
木
造
家

屋
を
再
現
。
座
卓
や
座
布
団
、

障
子
、
ふ
す
ま
に
至
る
ま
で
正

確
に
造
り
、

M
6
9
の
貫
通
力
を

試
し
た
。
再
現
実
験
を
繰
り
返

し
、
大
火
を
引
き
起
こ
す
た
め

に
必
要
な
爆
弾
の
量
を
計
算
。

四
五
年
一
月
三
日
に
は
名
古

屋
、
二
月
四
日
に
神
戸
、
同
二

「逃げるな、火消せ」惨劇招＜
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十
五
日
に
東
京
を
空
製
し
、
ど

こ
ま
で
燃
え
広
が
れ
ば
消
火
不

能
と
な
る
か
確
か
め
た
。
工
藤

氏
は
「
米
軍
は
非
常
に
緻
密
に

考
え
て
い
た
」
と
話
す
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
政
府
が

「
時
局
防
空
必
携
」
で
指
定
し

た
、
家
庭
に
備
え
る
防
空
「
七

つ
道
具
」
は
①
水
②
砂
③
火
勢

を
抑
え
る
む
し
ろ
④
バ
ケ
ツ
⑤

竹
の
棒
の
先
端
に
荒
縄
を
巻
い

た
「
火
た
た
き
」
⑥
ト
ビ
ロ
⑦

水
び
し
ゃ
く
ー
。

「
物
不
足
で

簡
単
に
集
ま
ら
な
い
。
余
分
な

バ
ケ
ツ
な
ん
て
な
か
っ
た
」

と
、
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料

セ
ン
タ
ー
元
館
長
の
早
乙
女
勝

元
氏
（
八
七
）
が
振
り
返
る
。

四
二
年
以
降
は
防
空
・
防
火

訓
練
が
盛
ん
に
。

「
銃
後
を
守

る
主
婦
ら
が
、
一
軒
に
一
人
は

必
ず
訓
練
に
参
加
す
る
よ
う
言

米
軍
が
使
用
し
た
集
束
焼
夷
弾
の
仕
組
み

II
「図
説

東
京
大
空
襲」

を
基
に
作
成

｝`夷弾
すつ2段

わ
れ
た
。
出
な
い
と
配
給
を
止

め
る
と
言
わ
れ
た
家
庭
も
少
な

く
な
い
」

。
だ
が
、
焼
夷
弾
の

火
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
水
や
砂

を
か
け
て
消
し
、
天
井
の
炎
は

火
た
た
き
で
振
り
払
う
「
原
始

的
」
な
内
容
だ
っ
た
。

当
時
、
早
乙
女
氏
は
十
二

歳
。

「
＿
―
-
月
十
日
以
前
の
空
襲

は
小
規
模
で
、
こ
の
程
度
な
ら

な
ん
と
か
な
る
と
、
子
ど
も
心

東京大空襲の損害評価のため、 1945年 3月11日
に米軍が撮影した写真。広大な区域が焼失して
いた＝米国立公文書館所蔵、工藤洋三氏提供

に
思
っ
て
い
た
。
十
日
の
は
違

っ
て
い
た
。
ま
っ
た
＜
歯
が
立

た
な
い
。
一
発
目
で
ま
f
`

）ま
i

、J

し
て
い
る
間
に
次
々
破
裂
す

る
。
一
軒
に
六
、
七
発
落
ち
た

の
で
は
。
三
十
八
発
が
束
に
な

っ
て
落
ち
て
き
た
ん
だ
か
ら
」

こ
う
し
た
事
態
は
十
二
年
も

前
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
。
信

濃
毎
日
新
聞
主
筆
だ
っ
た
桐
生

悠
々
の
三
三
年
の
論
説
「
関
東

わ
ら

防
空
大
演
習
を
喘
ふ
」

。
敵
機

が
都
市
に
侵
入
し
た
時
点
で
終

わ
り
と
芸
告
し
て
い
た
。
だ

が
、
政
府
は
三
七
年
に
「
防
空

法
」
を
施
行
。
四
一
年
の
改
正

で
「
逃
げ
る
な
、
火
を
消
せ
」

と
強
制
し
て
違
反
者
に
懲
役
や

罰
金
を
科
し
、
「
隣
組
」
で
互

い
に
監
視
さ
せ
た
。

水
島
朝
穂
・
早
稲
田
大
教
授

（
憲
法
学
）
は
「
日
本
の
科
学

者
は
焼
夷
弾
の
火
を
消
す
の

は
不
可
能
と
知
っ
て
い
た
。
そ

れ
で
も
消
さ
せ
よ
う
と
し
た

戦意を高揚軍孟生産低F避ける
の
は
、
戦
争
遂
行
の
意
識
づ
け

で
し
か
な
い
。
避
難
を
餞
先
さ

せ
て
い
れ
ば
、
十
万
人
も
死
な

な
く
て
済
ん
だ
」
と
指
摘
す

る
。国
民
に
逃
げ
ら
れ
な
い
体
制

を
強
制
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

臨
戦
態
勢
を
求
め
る
こ
と
で
戦

意
を
高
揚
さ
せ
る
ほ
か
、
日
本

軍
が
弱
い
か
ら
空
製
を
受
け
る

え
ん
せ
ん

の
だ
と
い
う
厭
戦
意
識
を
抑

え
、
人
口
流
出
で
軍
需
生
産
力

が
低
下
す
る
の
を
避
け
る
狙
い

も
あ
っ
た
と
分
析
。
精
神
論
頼

み
の
統
制
は
「
過
去
の
問
題
で

は
な
い
」
と
も
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
政
府
の
対
応
は
、
焼
夷
弾
ヘ

の
備
え
と
似
て
、
目
的
と
手
段

が
整
合
し
て
い
な
い
。
政
権
維

持
を
図
り
、
目
立
つ
政
策
を
小

出
し
に
す
る
の
は
、
日
本
軍
が

壊
滅
し
た
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で

の

『戦
力
の
逐
次
投
入
』
を
想

起
さ
せ
る
。
政
府
が
国
民
を
守

ら
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
共
通
し

た
構
造
的
な
問
題
が
あ
る
」

核
、
生
物
、
化
学
兵
器
と

違
い
、
油
や
鉄
で
で
き
た
焼

夷
弾
の
火
は
簡
単
に
消
せ
た

ー
。
七
十
五
年
を
経
て
、
そ

ん
な
「
誤
解
」
が
広
が
っ
て

い
な
い
か
。
古
く
さ
い
兵
器

も
、
人
間
が
突
き
詰
め
れ
ば

想
像
を
絶
す
る
死
者
を
出

す
。
犠
牲
者
か
ら
見
れ
ば
、

ど
ん
な
手
段
で
も
命
を
奪
わ

れ
た
こ
と
は
同
じ
だ
。
実
相

を
語
り
継
が
ね
ば
。

（本）

202O•3.3 
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1 こ ち Si 
一夜で約10万人が亡くなった米軍の「東京大

空襲」から10日で75年。原爆にも匹敵する犠牲

者を出した理由の一つに、無差別爆撃を甘く見

た日本側の対応がある。典型例が、軍などが全
しょうい だん

国各地で焼夷弾の消火方法を実演した「防空実

験」のずさんさだ。合理性を軽視し精神論でご

まかす体質によって、銃後の老人や女性、子ど

もが亡くなった。民衆の命は、どのように軽ん

じられたのか。

（石井紀代美、大野孝志）

「お上」が「不可能」を強制

,．翼温
詈

>
9/

"1 
ー

す

1
 

・
ァ

q
 

.

g
言

・

米
贅
ご
東

ー

に

は

鬼

雰
説

i

i
 

・`

年
年
襲
ポ
図

“
Jふ

,. 「大掛
か
り
な
実
験
の
割
に
市
浅
草
区
（
現
東
京
都
台
東
区
）

準
備
が
雑
。
民
衆
へ
の
デ
モ
ン
の
公
園
で
警
視
庁
な
ど
が
実
施

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
意
味
合
し
た
実
験
だ
。
防
火
改
修
し
た

い
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
ず
さ
家
と
普
通
の
家
を
燃
や
し
て
比

ん

な

印

象

だ

」

較

。
普
通
の
家
は
点
火
後
間
も

戦
前
や
戦
中
の
防
空
実
験
の
な
く
炎
に
包
ま
れ
た
が
、
改
修

特
徴
を
尋
ね
た
「
こ
ち
ら
特
報
を
施
し
た
家
は
「
完
全
に
延
焼

部
」
に
対
し
、
「
東
京
大
空
襲
を
免
れ
た
」
（
専
門
誌
「
都
市

・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
」
の
青
公
論
」
）
と
強
調
さ
れ
た
。

木
哲
夫
主
任
研
究
員
は
真
剣
な
だ
が
、
会
場
で
は
官
僚
な
ど

表
情
で
強
調
し
た
。
太
平
洋
戦
の
招
待
者
五
千
人
、
一
般
の
観

争
開
戦
前
後
の
実
験
に
つ
い
客
数
万
人
が
見
物
し
て
い
た
。

て
、
当
時
の
学
会
誌
や
関
係
団
本
紙
の
前
身
「
国
民
新
聞
」
も

体
の
機
関
誌
、
新
聞
な
ど
を
分
「
素
晴
ら
し
い
好
成
績
を
示
し

析

し

て

い

る

。

数

万

の

観

衆

に

木

造

家

屋

に

防

青
木
氏
が
ま
ず
挙
げ
る
の
火
設
備
を
す
る
こ
と
の
緊
喫
事

が
、
一
九
四
0
年
八
月
に
東
京
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
」

と
報
じ
て
お
り
、
外
向
け
の
目

的
を
う
が
が
わ
せ
る
。

四
一
年
十
月
に
兵
庫
県
鳴
尾

村
（
現
西
宮
市
）
で
行
わ
れ
た

実
験
で
は
、
焼
夷
弾
で
建
物
を

青木哲夫氏

兵庫県鳴尾村（現西宮市）の競馬場で行われた
防空実験＝ 「建築と社会」1942年 2月号から

燃
や
し
、
実
際
に
民
衆
が
消
火

で
き
る
か
確
認
し
た
。
専
門
誌

「
建
築
と
社
会
」
は
「
見
る
見

る
間
に
燃
え
広
が
り
わ
ず
か
十

秒
に
て
炎
と
煙
は
屋
内
に
充

満
」
し
た
が
、
結
論
は
「
燃
え

て
か
ら
消
す
こ
と
を
考
え
る
よ

り
燃
え
な
い
建
物
を
…
」
と
な

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
青

木
氏
は
「
す
で
に
分
か
り
き
っ

て
い
る
課
題
な
の
に
進
展
が
み

ら
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

こ
の
種
の
実
験
は
四
一
年
十

二
月
の
日
米
開
戦
後
も
東
京
・

世
田
谷
区
や
滋
賀
県
な
ど
で
行

わ
れ
た
。
だ
が
、
薬
品
を
木
材

に
注
入
し
た
り
モ
ル
タ
ル
を
壁

に
塗
っ
た
り
し
て
燃
え
に
く
く

す
る
既
存
の
防
火
改
修
や
ポ
ン

プ
な
ど
の
充
実
、
民
衆
の
訓
練

、』

~[』

現実虹視せず精神論に終始
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
ば
か

り
。
四
二
年
四
月
に
は
東
京
、
川

崎
な
ど
が
本
士
初
空
襲
を
受
け

た
が
、
新
た
な
対
策
が
打
ち
出

さ
れ
た
様
子
も
な
い
と
い
う
。

代
わ
り
に
前
面
に
押
し
出
さ

れ
た
の
が
精
神
論
。
「
必
勝
の

信
念
」
を
み
ん
な
が
持
っ
て
一

致
団
結
す
れ
ば
、
ど
ん
な
焼
夷

弾
火
災
で
も
消
し
止
め
ら
れ
る

と
い
う
も
の
だ
。
青
木
氏
は

「
『
必
勝
の
信
念
』
の
強
調
は

最
後
の
最
後
ま
で
続
い
た
。
民

衆
の
命
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い

た
」
と
現
実
を
直
視
し
な
い
指

導
者
の
姿
勢
を
挙
げ
る
。

そ
の
う
え
で
、
「
甲
賀
忍
法

帖
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
作
家
の

山
田
風
太
郎
が
四
三
年
五
月
に

鎌
倉
で
見
か
け
た
防
空
実
験
に

つ
い
て
書
い
た
日
記
に
も
注
目

す
る
。
準
備
万
端
の
防
火
隊
が

一
軒
の
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
に
さ
え

消
火
に
て
こ
ず
る
様
子
に
、
山

田
は
「
深
夜
全
市
に
数
百
の
焼

夷
弾
が
ば
ら
ま
か
れ
た
ら
そ
の

惨
状
果
た
し
て
如
何
に
」
と
不

安
を
つ
づ
っ
て
い
た
。

青
木
氏
は
「
当
時
、
同
じ
よ

う
に
感
じ
て
い
た
人
も
い
た
と

思
う
が
、
口
に
で
き
る
社
会
で

は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
を

言
え
ば
、

『不
安
を
感
じ
る
の

は
必
勝
の
信
念
が
足
り
な
い
か

ら
だ
』
と
批
判
さ
れ
た
で
し
ょ

う
」
と
表
情
を
暴
ら
せ
た
。
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一
今
月
中
旬
、
水
戸
市
に
あ
る

農
業
栄
養
専
門
学
校
・
鯉
淵
学

園
を
訪
ね
た
。
青
空
の
下
、
黒

い
農
地
が
広
が
る
。
「
こ
の
あ

た
り
は
『
霜
の
通
り
道
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
水
戸
の
中
心

部
よ
り
寒
い
ん
で
す
よ
。
例
年

な
ら
ば
ま
だ
作
物
が
あ
る
の
で

す
が
」
と
、
職
員
の
石
塚
仁
さ

．

ん
(64)が
笑
っ
た
。
暖
冬
の
た

め
、
作
物
の
育
ち
が
早
く
収
穫

は
終
わ
っ
て
い
た
の
だ
。
広
大

な
敷
地
内
に
は
「
タ
ヌ
キ
、
キ
ッ

ネ
も
い
ま
す
よ
」
。
の
ど
か
な
現

在
の
風
景
か
ら
想
像
す
る
の
は

難
し
い
が
、
こ
こ
は
75年
前
の

敗
戦
ま
で
、
大
日
本
帝
国
の
国

策
基
地
の
―
つ
で
あ
っ
た
。

現
代
の
日
本
は
人
口
減
が
進

ん
で
い
る
。
し
か
し
昭
和
初
期

は
遵
っ
た
。
毎
年
1
0
0万
人

前
後
、
人
口
が
増
え
た
。
当
時

の
主
要
産
業
は
農
業
だ
っ
た
。

た
だ
、
増
え
続
け
る
働
き
手
を

吸
収
す
る
だ
け
の
耕
地
が
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
不
況
も
あ
っ
て

社
会
全
体
に
困
窮
、
失
業
が
広

二
国策として移民推進

為
政
者
は
、
満
州
国
、
現
在
の
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
」
が
創
設

中
国
東
北
部
を
侵
略
し
て
つ
く
さ
れ
た
。

っ
た
植
民
地
を
そ
の
受
け
皿
に
日
本
か
ら
す
れ
ば
「
開
拓
」

選

ん

だ

。

だ

が

、

先

祖

代

々

現

池

に

暮

ら

1
9
3
6年
、
広
田
弘
毅
内
し
て
い
た
人
か
ら
み
れ
ば
侵
略

閻
は
20年
間
で
1
0
0万
戸
、
で
あ
る
。
紛
争
が
絶
え
な
か
っ

5
0
0万
人
を
入
植
さ
せ
る
計
た
。
ま
た
満
州
国
は
、
帝
国
陸

画
を
立
て
た
。
た
だ
、
植
民
地
軍
が
長
年
仮
想
敵
国
と
し
て
い

と
は
い
え
海
外
で
あ
る
。
政
府
た
ソ
連
と
接
し
て
い
た
。
青
少

の
思
惑
ほ
ど
移
住
者
は
増
え
な
年
が
「
義
輿
軍
」
で
な
け
れ
ば

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
従
来
は
成
な
ら
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め

人
が
対
象
だ
っ
た
が
、
青
少
年
で
あ
り
、
「
有
事
」
に
は
く
わ

が
注
自
さ
れ
た
。

37年
、
東
京
を
手
放
し
銃
を
取
っ
て
闘
う
こ

帝
国
大
学
で
農
業
を
学
び
「
満
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

州
移
住
協
会
」
理
事
を
務
め
て
満
州
に
義
勇
軍
を
送
り
出
す

い
た
加
藤
完
治
ら
が
政
府
に
建
た
め
の
、
全
国
唯
一
の
訓
練
所

白
書
を
提
出
し
た
。
が
茨
城
県
下
中
妻
村
内
原
（
現

「
欝
開
拓
は
急
務
で
あ
り
水
戸
市
内
原
町
）
に
つ
く
ら
れ

一
眉
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
。
所
長
は
加
藤
が
務
め
た
。

こ
の
際
青
少
年
で
義
勇
軍
を
編
こ
こ
か
ら
敗
戦
ま
で
9
万
人
近

成
し
、
現
地
の
開
拓
や
交
通
の
く
が
満
州
に
渡
っ
た
。
さ
ら
に

確
保
、
有
事
の
際
の
後
方
兵
姑
現
在
の
鯉
淵
学
園
に
は
、
開
拓

の
万
全
を
図
る
こ
と
な
ど
は
重
団
の
幹
部
や
指
導
貝
の
養
成
所

要
で
あ
る
」
（
『
内
原
町
史
』
が
置
か
れ
、
加
藤
が
所
長
を
兼

通
史
編
）
。
建
白
書
の
内
容
を
、
任
し
た
。
学
園
入
り
口
に
は
「
満

政
府
は
す
ぐ
に
採
用
。
「
満
蒙
蒙
開
拓
幹
部
訓
練
所
跡
」
な
ど

鯉淵学園（水戸市）に建つ碑。

「満蒙開拓幹部訓練所跡」な

とと刻まれている＝同市で

水
戸
市

♦
2
0世
紀
遺
跡
閻
＂
＂
闘
＂
い
い
国

加
藤
完
治
の
色
紙
（
手
前
）
に
つ
ず
戦
後
も
慕
う
人
は
多
か
っ

い
て
語
る
西
村
典
夫
・
鯉
淵
学
園
た
。
西
村
さ
ん
は
そ
の
一
人
。

と四
警”
〗

を
し
の
ば
せ
る
。
あ
り
、
日
本
で
も
広
ま
っ
て
い

こ
の
養
成
所
は
敗
戦
で
閉
鎖
た
。
西
村
さ
ん
は
「
人
畜
に
対

さ
れ
た
が
、
「
日
本
農
業
再
建
し
て
強
烈
な
毒
性
が
あ
り
ま

の
た
め
の
優
れ
た
農
業
指
導
興
す
。
使
用
に
あ
た
っ
て
は
綿
密

の
羞
成
を
自
的
と
し
た
、
新
し
周
到
な
注
慈
が
必
要
で
す
」
と

い
時
代
に
即
応
す
る
教
育
機
話
し
た
。

関
」
で
あ
る
「
全
国
農
業
会
高
後
、
加
藤
は
学
校
で
そ
の
農

等
農
事
講
習
所
」
に
生
ま
れ
変
薬
を
使
う
こ
と
を
禁
じ
た
。
納

わ
っ
た
（
蘊
禰
学
園
五
十
年
得
し
な
い
教
員
も
い
た
が
「
学

史
』
）
。
同
学
園
の
西
村
典
夫
校
の
水
田
か
ら
一
粒
の
米
も
と

名
肇
教
授
(91)は
同
所
で
学
ん
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
使
わ

だ
。
加
藤
と
は
戦
後
に
交
流
が
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
若

あ
っ
た
。
加
藤
は
公
職
追
放
を
い
生
徒
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ

経
て
、
戦
前
に
初
代
校
長
を
務
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
の
か
」
と

め
た
日
本
高
等
国
民
学
校
（
現
譲
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
西
村

日
本
農
業
実
践
学
園
1
1
水
戸
さ
ん
は
「
還
く
か
ら
見
る
と
偏

市
）
に
戻
っ
て
い
た
。
っ
た
人
。
近
く
に
い
た
ら
離
れ

敗
戦
時
、
満
州
に
は
1
5
0
が
た
い
人
で
し
た
」
と
話
す
。

万
人
も
の
日
本
人
が
い
た
。
日
若
者
教
育
と
日
本
農
業
の
発
展

ソ
中
立
条
約
を
破
っ
て
侵
攻
し
に
力
を
入
れ
た
加
藤
を
慕
つ
証

た
ソ
連
に
よ
る
攻
撃
、
引
き
謡
言
は
、
他
に
も
膨
大
に
残
る
。

げ
中
の
混
乱
な
ど
で
お
よ
そ
18

影
響
力
の
あ
る
善
意
の
人
の

万
人
が
死
ん
だ
。
生
き
残
っ
た
行
動
が
ま
ち
が
っ
た
国
策
と
結

人
も
人
生
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
び
つ
く
と
、
大
き
な
悲
劇
を
生

さ
れ
た
。
「
義
剪
軍
」
の
人
た
む
と
い
う
例
だ
ろ
う
か
。
私
は

ち
も
含
ま
れ
て
い
る
。
国
策
と
そ
う
考
え
な
が
ら
、
か
つ
て
イ

し
て
の
移
民
を
推
進
し
た
者
た
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
男
性
を
思
い

ち
、
た
と
え
ば
加
藤
に
も
責
任
出
し
て
い
た
。
内
原
の
訓
練
所

が
な
か
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
か
ら
満
州
に
渡
り
、
敗
戦
後
シ

だ

ろ

う

。

ベ

リ

ア

に

抑

留

さ

れ

た

人

だ

。

た
だ
、
敗
戦
の
前
の
み
な
ら
【
栗
原
俊
雄
、
写
真
も
】
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「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
」

の
内
原
訓
練
所
跡
（
水
戸
市
内

原
町
）
近
く
に
は
「
渡
満
道
路
」

と
い
う
桜
並
木
が
あ
る
。
訓
練

所
を
巣
立
つ
若
者
た
ち
が
植
民

地
・
旧
満
州
（
現
中
国
東
北
部
）

に
渡
る
べ
く
、
最
寄
り
の
内
原

駅
に
向
か
う
た
め
歩
い
た
道

だ
。
陽
光
の
下
、
記
者
が
こ
こ

を
た
ど
り
な
が
ら
思
い
出
し
た

の
は
、
画
家
・
宮
崎
静
夫
さ
ん

(
1
9
2
7
S
2
0
1
5年）

の
こ
と
だ
っ
た
。

熊
本
県
小
国
町
の
農
家
に
生

ま
れ
た
。
下
城
国
民
学
校
高
等

科
で
は
級
長
を
務
め
た
。
そ
の

こ
ろ
国
策
と
し
て
阻
調
州
へ
の

移
民
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

41年
秋
。
ク
ラ
ス
の
担
任
教

師
が
、
生
徒
た
ち
に
義
舅
軍
へ

の
参
加
を
勧
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
「
先
生
は
ク
ラ
ス
全
鼠
に

呼
び
か
け
て
い
る
の
で
す
が
、

自
分
を
見
つ
め
て
い
る
気
が
し

ま
し
た
」
。
宮
崎
さ
ん
は
生
前
、

記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
そ
う

話
し
た
。
「
五
族
協
和
」
「
王

道
楽
土
」
と
い
う
満
州
建
国
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
信
じ
て
も
い

こ。t
 

描き続けた2ガ4000の無念
翌
42年
3
月
、
学
校
の
卒
業

式
を
待
た
ず
に
内
原
訓
練
所
に

入
所
し
た
。
15歳
。
結
局
、
学
校

か
ら
は
唯
一
の
参
加
だ
っ
た
。

卒
業
証
書
と
は
別
に
「
表
彰
状
」

が
贈
ら
れ
た
。
教
育
は
行
政
の

一
部
で
あ
る
。
為
政
者
が
国
策

を
間
連
え
る
と
、
学
校
も
教
師

も
間
違
え
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
義
勇
軍
は
そ
の
一
例
だ
。

こ
の
こ
ろ
、
義
舅
軍
の
訓
練

は
内
地
で
お
お
む
ね
3
カ
月
。

移
民
先
の
満
州
で
は
「
満
蒙
開

拓
義
舅
軍
」
と
し
て
3
年
近
く

▲
内
原
訓
練
所
跡
近
く
に
残
る
「
渡
満
道
路
」
り
水
戸
市
で

►

画
家
の
宮
崎
静
夫
さ
ん
。
「
死
者
の
た
め
に
」
シ
リ
ー
ズ
で
‘
亡

く
な
っ
た
満
蒙
開
拓
冑
少
年
義
勇
軍
の
仲
間
や
、
抑
留
で
倒

れ
た
人
た
ち
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
。
後
ろ
は
同
シ
リ
ー
ズ
の

「
友
よ
」
11東
京
都
千
代
田
区
で
2
0
1
3年
3
月
20日

♦
幻
世
紀
遺
跡
⑫•• 

の
訓
練
を
稿
ん
で
定
住
し
、
村

づ
く
り
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
（
『
満
州
開
拓
と
青
少
年

義
勇
軍
創
設
と
訓
練
』
内
原

訓
練
所
史
跡
保
存
会
事
務
局
編

•
9
8年）
。
内
原
訓
練
所
に
は

各
地
か
ら
若
者
が
集
ま
り
、
お

よ
そ
4
キ
ロ
離
れ
た
河
和
田
分
所

で
宮
崎
さ
ん
は
訓
練
を
受
け

た
。
農
作
業
を
基
本
と
し
て
軍

事
教
練
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
定

住
地
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た

の
は
「
大
半
が
北
満
中
心
で
、

人
里
涼
く
離
れ
た
無
人
の
広
野

で
あ
っ
た
」
（
同
書
）
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
身
に
つ
け

水
戸
市

困

満
蒙
開
拓
青
少
年

義
勇
軍
訓
練
所
跡

る
必
要
が
あ
っ
た
。
木
工
や
鍛

兵
噂
、
農
産
加
工
や
製
炭
、

灸
療
な
ど
も
あ
っ
た
。

訓
練
を
受
け
る
の
は
育
ち
盛

り
、
遊
び
盛
り
の
子
ど
も
た
ち

だ
。
つ
ら
さ
に
耐
え
か
ね
た
の

か
「
脱
走
を
繰
り
返
し
て
、
い

な
く
な
っ
た
者
も
い
ま
し
た
」
。

宮
崎
さ
ん
も
苦
手
な
肉
料
理
と

シ
ラ
ミ
に
悩
ま
さ
れ
た
。

42年
6
月
、
満
州
東
北
部
の

海
倫
県
に
入
っ
た
。
冬
の
想
像

を
絶
す
る
寒
さ
と
粗
食
で
、
少

年
た
ち
の
心
は
す
さ
み
、
「
お

り
の
中
の
野
犬
が
か
み
合
う
よ

う
で
し
た
。

1
杯
の
ぜ
ん
ざ
い

を
盗
ん
で
食
べ
た
だ
け
で
、
殴

り
殺
さ
れ
た
仲
間
も
い
ま
し

た
」
。
そ
の
少
年
は
15歳
で
、

「
ほ
ん
と
う
に
子
ど
も
だ
っ

た
」
。
現
地
の
人
々
の
強
烈
な

抗
日
意
識
を
知
っ
た
の
も
衝
撃

だ
っ
た
。． ． 

宮
崎
さ
ん
は
45年
春
、

17歳

で
兵
役
を
志
願
し
現
地
で
陸
軍

に
入
っ
た
。
3
カ
月
後
に
敗
戦
。

ソ
連
に
よ
り
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留

さ
れ
た
。
仲
間
が
次
々
と
倒
れ

る
中
、
重
労
働
と
飢
え
、
極
寒

の
三
重
苦
に
耐
え
た
。
だ
が
49

年
2
月
。
ソ
連
の
政
治
部
将
校

か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
「
フ
ァ
シ

ス
ト
の
先
兵
で
あ
る
義
勇
軍
の

一
員
だ
っ
た
」
な
ど
と
責
め
ら

れ
た
。
さ
ら
に
つ
ら
か
っ
た
の

は
、
そ
れ
ま
で
仲
間
だ
っ
た
者

か
ら
「
裏
切
り
者
！
」
と
指
弾

さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
同
年
秋

に
帰
国
。
画
家
と
な
り
、
死
ん

で
い
っ
た
人
た
ち
の
鎖
魂
が
大

き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。

水
戸
市
内
原
郷
土
史
義
男
軍

資
料
館
（
同
市
内
原
町
）
は
、

訓
練
所
や
満
州
で
の
生
活
な
ど

愛
「
に
伝
え
る
。
訓
練
所
か
ら

は
8
万
6
5
3
0人
も
の
若
者

が
海
を
渡
り
、
お
よ
そ
2
万
4

0
0
0人
が
帰
ら
な
か
っ
た
。

生
き
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
躍
し
て
い
た
だ
ろ

う
。
資
料
を
見
な
が
ら
、
国
策

に
翻
弄
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
若

者
た
ち
の
こ
と
を
思
っ
た
。

【
栗
原
俊
雄
、
写
真
も
】
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竹内良男さん（連絡先：qq2g2vdd@vanilla.ocn.ne.jp）
が発信する≪ヒロシマへ　ヒロシマから≫よりの転載

・』"忙`

rr̀‘
 2020年（令和2年）5月10日（日）毎 日 新 mu 

fi 
「交流館」で父変次郎さんの
20緒のころの写宮を手にする
黒井秋夫さん＝：武蔵村山市で

父
の
疫
次
郎
さ
ん

(
1
9

1
2年
生
ま
れ
）
は
大
柄
で

顛
立
ち
の
整
っ
た
人
だ
っ

・

ー
・9
,
．ヽ
9

9

:i
.
i
..
 I
',．．．9 ..
 

,.

i
i
.
1
,
1
,‘,'
,＇ 

戦
後

塑
一
次
大
戦
の
完
握
呉
が
食
っ
た
心
の
位
に
つ
い
て
、
遥
族
と
し
て
伝
え
る
謡
勁

を
し
て
い
る
武
職
杓
山
市
中
職

8
の
黒
井
秋
夫
さ
ん
(71)が
lO日
、
自
宅
前
に
体
験
を

詔
り
合
う
「
交
流
館
」
を
開
設
す
る
。
き
く
普
通
に
平
和
を
詰
せ
る
塩
に
し
た
い
」

と

詰

し

て

い

秀

【

弯

畠

顕

】

ど
に
送
ら
れ
、

46年
に
出
要

迎
の
山
形
県

m岡
市
に
復
因

し
た
C
2]年
後
、
黒
井
さ
ん
は
次

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
記
饂

た
。
21回
召
集
さ
れ
て
誓
で
は
、
覆
次
郎
さ
ん
は
ダ
ム

年
間
、
旧
満
州
（
中
国
棄
や
道
陪
の
エ
手
現
埠
で
鋤

北
部
）
や
中
国
の
湖
北
雀
な
い
た
が
、
定
職
は
な
く
酋
之

父亡くした需井さん 自宅前に交流館
だ
っ
た
。
親
子
の
会
話
は
ほ

と
ん
と
な
く
、
進
学
相
談
も

し
な
か
っ
た
。
大
学
は
奨
学

金
を
も
ら
っ
て
通
っ
た
と

い
う
。黒
井
さ
ん
は
新
濶
県
で
戟

職
後
、
両
親
を
呼
び
寄
せ
た
。

悶
次
郎
さ
ん
は
外
出
せ
ず
、

テ
レ
ピ
を
晃
て
過
-
3
し、コ

を
利
か
な
か
っ
た
。
「
何
を

考
え
て
い
る
か
分
か
ら
な
か

っ
た
」
。
戦
争
の
こ
と
も
語

ら
ず
、
即
年
に
亡
ど

なヽ
っ
た
。

父
へ
の
見
方
が
変
わ
っ
た

き
っ
か
け
は
、

2
0
1
5年

末
の
「
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
」
へ

の
喜
だ
。
戦
甕
か
ら
扉
造

し
た
米
兵
が
心
的
外
個
接

ス
ト
レ
ス
醤
(
P
T
S
D
)

の
症
状
を
讐

D
V
Dを

見
た
。
悶
盗
ぎ
ん
の
璽

田
な
り
、
中
国
戦
線
で
心
に

個
を
受
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
え
て
な
ら
ず
、
戦
争

に
よ
る
P
T
S
D
を
調
ペ

元
復
翼
兵
の
心
の
繹
謳
否
つ

た
口
「
一
醤
虔
近
に
い
な
が

ら
、
親
父
の
こ
と
を
理
解
し

て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と

自
声
の
念
に
か
ら
れ
、
涙
が

こ
ぽ
れ
た
。

自
宅
迂
く
の
公
民
館
で
涸

族
と
し
て
戦
争
後
造
症
を
語

皇
号
場
を
5
回
濶
き
、
歴

史
研
究
者
ら
に
諧
腺
し
て
も

ら
っ
た
。

前
立
腺
が
ん
を
思
い
、
末

来
に
向
け
て
記
悩
を
継
乖

し
、
語
り
合
う
塙
を
作
る
こ

と
を
決
睾
し
た
。
部
え
を
は

た
い
て
、
自
宅
前
に
交
流
館

を
建
て
た
。
木
造
平
匿
の
約

10翌
ん
耗
虚
次
郎
さ
ん
の

足
跡
や
戦
争
関
迎
の
出
籍
や

D
V
D、
新
醐
配
事
な
ど
を

展
示
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

で
、
関
館
況
い
伍
巫
り
や
め

た
が
、
月
岡
と
金
曜
を
除
く

日
中
に
開
放
す
る
。
「
同
じ

よ
う
な
体
験
を
し
た
人
と

交
流
し
た
い
。
迂
所
の
人
に

も
お
茶
を
飲
み
に
来
て
も

ら
い
た
い
」
と
詰
ず
°
問
い

合
わ
せ
は
黒
井
さ
ん

(
0
8

0
.
1
1
2
1
.
3
8
8
 

8
)
。
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方正日本人公墓が私たちに問いかけるものとは・・・ 

 

――「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」へへののおお誘誘いい――  

 

 1945 年の夏、ソ連参戦に続く日本の敗戦は、旧満洲の「開拓団」の人々を奈落の底に

突き落としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒のなか、飢えと疫病によ

って多くの人たちがハルピン市郊外の方正の地で息絶えました。それから数年後、累々

たる白骨の山を見た残留婦人の松田ちゑさんは方正県政府に、「自分たちで埋葬したい

ので許可してください」とお願いしました。その願いは方正県政府から黒竜江省政府を

経て中央へ、そして周恩来総理のもとまでいき、「方正地区日本人公墓」が建立されまし

た。 

1963 年、まだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない時期、中国政府は、中国人民同

様わが同胞も日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人

開拓民たちのおよそ 5000 人近い人たちが祀られているこの公墓の存在は、未だ多くの

人たちに知られておりません。 

 私たちは、民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって維持管理されてい

る公墓の存在を、多くの人たちに知ってほしい、そして旧満洲における日本国家と日本

人の中国への加害と被害を多くの人たち伝えていこう、国家や民族を超えた民衆レベル

での友愛精神を広めていこうと「方正友好交流の会」を設立しました。ぜひ皆さま方の

ご支援ご協力をいただきたいとお願いする次第です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

個人会費 一口 1,000 円  団体・法人会費 一口 10,000 円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

 

方正友好交流の会 

101-0052 東京都千代田区神田小川町 3-6 日中科学技術文化センター内 

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 Email:ohrui@jcst.pr.jp 

郵送振込口座番号 00130―5－426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス http:/www.houmasa.com/ 
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＜＜報報告告〉〉        あありりががととううごござざいいままししたた！！  

  

前号の 29号入稿後、主に振替受入通知表 2019 年 12 月４日付以降にご送付いただいた会

費及びカンパされた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうご

ざいました。（敬称略、受け取った順に記載しました。2020 年 3月末までの分です）  

  

今今井井和和江江  貞貞平平浩浩  高高木木雅雅之之  榎榎戸戸吉吉定定  上上西西隆隆全全  中中川川信信幸幸  野野田田尚尚道道  光光川川澄澄子子    

広広田田彰彰夫夫  平平沢沢千千恵恵子子  中中島島幼幼八八  長長谷谷川川清清司司  柳柳生生じじゅゅんん子子  小小出出公公司司  篠篠田田欽欽次次  

中中井井詔詔太太郎郎  篠篠原原淳淳子子  小小柴柴玲玲子子  渡渡部部通通恵恵  渡渡辺辺一一枝枝  佐佐藤藤すすみみ江江  皆皆川川純純麿麿  團團野野廣廣

一一  藤藤原原作作弥弥  木木戸戸冨冨美美江江  秋秋吉吉任任子子  丸丸山山竹竹嘉嘉  山山田田寿寿子子  芹芹澤澤昇昇雄雄  黒黒木木皆皆夫夫  三三原原

容容子子  高高橋橋守守男男  石石橋橋辰辰巳巳  阿阿久久津津国国秀秀  NNPPOO 法法人人ややままななみみ  塚塚原原常常司司  大大島島満満吉吉  石石井井  

敏敏夫夫  奥奥村村信信子子  橋橋本本聰聰  十十時時哲哲哉哉  滝滝永永登登  松松村村静静子子  中中野野圭圭子子  中中村村静静枝枝  鵜鵜沢沢弘弘  

佐佐藤藤守守男男  上上野野千千鶴鶴子子  ささいいたたまま市市大大宮宮日日中中友友好好協協会会事事務務局局  矢矢吹吹晋晋  江江藤藤昌昌美美  田田中中正正

昭昭  水水野野恵恵子子  阿阿石石定定子子  早早川川浩浩市市  百百瀬瀬享享  小小倉倉光光雄雄  藤藤後後博博巳巳  柴柴崎崎葦葦津津子子  北北原原武武

司司  高高田田京京子子  本本並並美美徳徳  須須貝貝佑佑一一  肥肥後後茂茂樹樹  藤藤村村光光子子  阿阿部部則則司司  栁栁澤澤永永一一  東東海海林林

次次男男  小小坂坂井井和和夫夫  田田澤澤仁仁  藤藤沼沼敏敏子子  掛掛谷谷敏敏男男  久久保保和和男男  毛毛利利悦悦子子  小小林林浄浄子子  春春日日

井井治治  村村杉杉正正洋洋  亀亀山山英英雄雄  森森博博勇勇  山山下下美美子子  林林秀秀行行  清清島島一一順順  吾吾孫孫子子隆隆  西西岡岡秀秀子子    

鳥鳥島島せせいい子子  原原田田清清治治  井井出出亜亜夫夫  河河野野通通咸咸  宮宮城城恭恭子子  宗宗重重勇勇  寺寺本本康康俊俊  上上条条八八郎郎  

米米山山東東伸伸  河河村村康康彦彦  根根田田春春子子  杉杉田田春春恵恵  石石川川尚尚志志  天天竺竺桂桂尚尚穂穂  北北村村栄栄  初初岡岡昌昌一一郎郎  

甲甲斐斐国国三三郎郎  吉吉川川健健  成成田田晃晃一一  杉杉山山秀秀子子  丹丹野野雅雅子子  田田中中佐佐二二郎郎  高高橋橋健健男男  末末広広一一郎郎  

大大里里浩浩秋秋  大大西西房房子子  村村田田吉吉隆隆  阿阿部部節節子子  堀堀内内博博史史  窪窪田田かかつつよよ  清清水水醇醇  栗栗原原彬彬    

山山田田敬敬三三  鈴鈴木木春春夫夫  高高嶋嶋正正文文  木木村村護護郎郎ククリリスストトフフ  柳柳瀬瀬恒恒範範  藤藤井井正正義義  﨑﨑山山ひひろろみみ  

山山内内るるりり  山山口口真真  黒黒岩岩満満喜喜  伊伊原原忠忠  伊伊原原泰泰子子  荒荒川川幸幸二二  野野崎崎朋朋子子  松松島島赫赫子子  近近藤藤

耀耀子子  新新井井竹竹子子  キキククチチカカズズヤヤ  錦錦織織葆葆  石石井井妙妙子子  小小玉玉正正憲憲  藤藤勝勝徳徳  新新田田百百合合子子    

堀堀泰泰雄雄  大大澤澤大大介介  大大津津弘弘子子  小小島島康康誉誉  田田村村正正篤篤  畑畑修修三三  望望月月信信隆隆  南南村村豊豊實實  坂坂本本

茂茂三三郎郎  櫻櫻庭庭ゆゆみみ子子  小小野野寺寺喜喜一一郎郎  長長澤澤保保  師師岡岡武武男男  白白井井豊豊富富  吉吉田田敬敬子子  栗栗林林稔稔  

齋齋藤藤忠忠雄雄  久久保保田田熙熙  岩岩間間孝孝夫夫  岡岡田田実実  山山口口榮榮一一  橋橋本本紀紀代代子子  星星野野信信  松松田田信信義義    

小小林林彰彰彦彦  加加藤藤毅毅  吉吉川川滉滉  鈴鈴木木幸幸子子  新新谷谷陽陽子子  酒酒井井武武史史  島島隆隆三三郎郎  中中島島紀紀子子  宮宮武武

正正明明  古古島島琴琴子子  小小田田淑淑代代  金金城城敬敬子子  矢矢野野一一彌彌  篠篠原原国国雄雄  名名取取敬敬和和  齋齋藤藤實實  千千秋秋昌昌

弘弘  庄庄田田和和之之  下下山山田田誠誠子子  町町田田忠忠昭昭  川川合合継継美美  池池永永博博威威  風風間間成成孔孔  長長尾尾寿寿  椎椎名名鉄鉄

雄雄  田田宮宮昌昌子子  吉吉川川雄雄作作  森森美美紀紀子子  トトレレヴヴァァーー・・ママーーフフィィ  竹竹内内良良男男  中中嶋嶋定定和和    

  

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

≪≪編編集集後後記記≫≫  

コロナ感染危機が進行し、「緊急事態宣言」「外出自粛」なる言葉が飛び交い、本会の事務

局がある日中科学技術文化センターもテレワークという名の在宅勤務が基本的な体制にな

った４月５月の状況下で考えると、編集作業はともかく、会報を発送する作業は難しいと判

断せざるを得なかった。発送作業にはいつも 10人近くの仲間が集まってくれるが、このよ

うな感染危機状況にある中、集まってほしいとは言えない。ともかく千部近い会報を封筒に
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入れ糊をつけてメール便のシートを張る作業は、それぐらいの人数がいないとはかどらな

い。その発送作業と、６月７日に予定していた総会と講演会は、まず人が集まってくれない

だろうと、３月時点で思った。 

例年、総会とそれに続く講演会は、事務局に近い中央大学駿河台記念館で行っているが、

改装工事のために使えず、一ツ橋の日本教育会館で行うべく６月７日（日）に会場を予約し

ていた。しかしこれは無理というもので、やむを得ず延期せざるを得なくなった。おのずと

会報の発行も当初の予定より大幅に遅れるかと思ったが、コロナ危機の収束状況が少しば

かり見えてきたので、なんとか６月には発送作業ができそうだということになり、仲間たち

が集まってくれ、会員諸氏及び支援者の方々にそれほど大幅に遅れることなくご送付でき

そうで嬉しい限りである。 

なお、総会及び記念イベントは７月２６日（日）午後２時から日本教育会館 707 号室（道

案内専用電話 03-3230-2833）で行うことに決定した。今回は旧満洲で 11歳の時に敗戦を迎

えてさまようも、1953 年に日本に帰国された引間正好さんの体験を大類がインタビューし

てお聞きする会にした。場所は、千代田区一ツ橋２丁目６－２ 地下鉄「神保町」駅の A１

出口から徒歩３分の所です。ぜひご来場ください。 

さて本誌であるが、まず寄稿していただいた方々に改めて感謝を申し上げます。「日本と

ドイツの引揚者・帰国者の戦後」シンポジウムは、何度もこの会報に寄港してくれている木

村護郎クリストフさんが報告書を送ってくれ、実に充実したシンポジウムだと思った。ドイ

ツからのパネリストの参加業務など大変だったろうと思い、ぜひ開催に至るまでの経緯を

書いてほしいと寺沢秀文さんに依頼すると、満蒙開拓平和祈念館の事務局長を務める三沢

亜紀さんがずっと携わっていたので適任だと言われ、三沢さんにお願いした。また寺沢さん

の今回の原稿を読むと、改めて寺沢さんの開館までこぎつけたエネルギーに頭が下がる思

いである。 

石川尚志さんとの昨年の出会いは、エスペラントの世界に近年改めて入った成果である。

石川さんの原稿で、読者は旧満洲での知られざる側面がおわかりになるのではないか思う。

また渡辺一枝さんの原稿は、長年チベットに携わってこられた方だからこそ書けた原稿だ

と思い、実に読み応えがあった。 

その他の方々の原稿もそれぞれ筆者の思いがにじみ出ている文章で、読み応えがあると

思う。前にも書いたかもしれないが、ある優れた編集者から「こんなに充実した会報が会費

とカンパでできているのは信じられない」とお褒めの言葉をいただいたが、皆さんのご支援

ご協力があればこそ発行できるわけで本当に感謝いたします。今後ともよろしくお願いい

たします。                               （大類） 
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